
埼玉の技（塗装・表面処理） 

トップコーティング ポッティング Ｏ-リング 

1.企業概要                                                                                    
 

会 社 名  グローバル・コーティング（株） 
代表者名 代表取締役 鈴木  暁 

窓口担当 技術部長  竹沢 勉 

事 業 内 容 樹脂含浸・潤滑コーティングの加工処理 U R L http://www.globalcoat.com/ 

主 要 製 品 樹脂含浸処理（焼結金属、樹脂モールド部品） ・ 乾性潤滑コーティング処理 

所 在 地  〒362-0066   埼玉県上尾市領家山下1178-3 

国 内 事 業 所 上尾事業所(埼玉県上尾市) 

海 外 事 業 所 - 

電話／FAX番号 048-781-4582／048-781-4579 E - m a i l  takezawa@globalcoat.com 

資本金（万円）  1,000 設立年月 1977年11月 売上（万円） 88,880 従業員数（人） 30 

主 要 取 引 先 ポーライト（株）、曙ブレーキ工業（株）、（株）ファインシンター、昭和電工マテリアルズ（株） 

国 際 規 格 ISO9001:2015 
  

2.PR事項 

『 プラテクトシールによるスキマシールの改善 』 

当社では従来のモールド樹脂と端子間やハーネス内の隙間シール方法を改善し、エンジンルーム周辺やガソリンタ

ンク内、車体下回りの過酷な環境中で使用する電装部品・センサー類の耐久性・信頼性を向上させる画期的なシー

ル方法を提案いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.特記事項 

⚫ エコアクション２１取得 

  

薄膜によるシールのため、耐

久性が劣る 

外部環境の影響を受けやすい 

形状の制限有り 

外部環境の影響を受ける 

金型変更（途中採用の場合） 

信頼性は得られるが金型コ

スト・部品点数増加・組み立

てコスト等により割高な手法 

プラテクトシール 

■ 外気に接する面積が小さい為、 

耐久信頼性が高い。 

■ 経路内すべてをシールする為、 

接着力が強い。 

■ 小型化軽量化に貢献 

■ 設計自由度の向上 

■ 金型変更不要（追加工程とした場合） 

従来法 

 

樹脂

金属部 

プラテクトシール剤 


